
自
主
学
習
の
す
す
め(

中
学
校 

国
語
科) 

 

自
分
の
考
え
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、「
考
え
の
形
成
」
の
充
実
を
図
る
学
習
の
在
り
方 

１ 

生
徒
が
効
果
的
に
自
主
学
習
を
進
め
る
た
め
に
、
中
学
校
国
語
科
の
ゴ
ー
ル
を
想
定
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

（
１
）「
令
和
二
年
度 

富
山
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
問
題
」
と
、「
平
成
三
十
一
年
度
（
令
和
元
年
度
）
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
」
に
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
出
題
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 
 

 
 

      

 

【
令
和
二
年
度 

富
山
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
問
題
】 

 

               

【
平
成
三
十
一
年
度
（
令
和
元
年
度
）
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査 

中
学
校 

国
語 

大
問 

１ 

三 

】 

 
 （

２
）
新
学
習
指
導
要
領
で
次
の
二
点
が
強
調
さ
れ
た
こ
と
が
、
右
記
の
出
題
の
傾
向
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
捉
え
ま
す
。 

 
 
 

① 

全
て
の
領
域
に
お
い
て
、
自
分
の
考
え
を
形
成
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。 

② 

語
彙
を
豊
か
に
す
る
指
導
の
改
善
・
充
実
を
図
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
     

生
徒
が
自
分
の
考
え
を
も
ち
、
豊
か
な
語
彙
を
用
い
て
文
章
を
書
く
た
め
に
、
次
の
自
主
学
習
の 

在
り
方
を
提
案
し
ま
す
。 



２ 
自
主
学
習
の
提
案
と
し
て
、
詩
歌
を
活
用
し
た
鑑
賞
文
の
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

（
１
） 
課
題
例 

詩
の
鑑
賞
文
を
書
こ
う
（
一
年
） 

（
制
限
時
間
を
設
定
し
て
行
う
） 

 
 
 
 

○ 

次
の
詩
で
、
作
者
が
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
あ
な
た
の
考
え
を
、
次
の
条
件
に
従
っ
て
書
き
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
条
件
一
】 

二
段
落
構
成
と
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
条
件
二
】 

一
段
落
目
に
は
、
こ
の
詩
が
描
い
て
い
る
情
景
を
、
詩 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表
現
に
ふ
れ
な
が
ら
書
く
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
条
件
三
】 

二

段
落
目
に
は
、「
こ
の
作
品
で
作
者
が
伝
え
た
か
っ
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
と
」
を
書
く
。
そ
の
際
、
詩
の
表
現
を
根
拠
と
し
て
示 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

す
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
条
件
四
】 

原

稿
用
紙
の
使
い
方
に
従
い
、
百
八
十
字
以
上
二
百
二 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

十
字
以
内
で
書
く
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                  
 

  

【
活
用
の
方
法
〔
案
〕】 

① 
 

プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
。 

② 
 

期
限
を
設
け
て
、
生
徒
に
取
り
組
む
よ
う
指
示
す
る
。 

③ 
 

学
校
へ
提
出
す
る
。 

④ 
 

採
点
す
る
。 

⑤ 
 

点
数
と
助
言
を
朱
書
き
し
て
生
徒
に
配
布
す
る
。 

⑥ 
 

題
材
と
な
っ
て
い
る
詩
を
、
適
宜
入
れ
替
え
て
複
数
出
題
し
な
が
ら
習
熟
を
目
指
す
。 

 
  

今
、
こ
の
一
瞬
を 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

立
山
一
朗 

 

走
る 

 

緑
の
山
道
を
私
は
走
る 

葉
が
、
木
立
が
、
鳥
の
声
が 

風
と
と
も
に
流
れ
て
い
く 

 

走
る 

 

青
い
海
道
を
私
は
走
る 

波
が
、
し
ぶ
き
が
、
白
い
雲
が 

風
と
と
も
に
流
れ
て
い
く 

 

変
化
し
続
け
る
情
景
と 

私
の
身
体
が
一
体
と
な
る
瞬
間 

 

走
る 

走
る 

 

走
っ
て
い
る
、
今 

こ
の
一
瞬
を
私
は
踏
み
し
め
て
い
く 

 

    

※ 

掲
載
し
て
あ
る
詩
は
、
こ
の
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
用
に
作
成
し
ま
し
た
。 

 

【
条
件
一
】 

二
段
落
構
成
と
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
条
件
二
】 

一
段
落
目
に
は
、
こ
の
詩
が
描
い
て
い
る
情 

 
 
 
 

景
を
、
詩
の
表
現
に
ふ
れ
な
が
ら
書
く
。 

 
 
 
 
 

【
条
件
三
】
二
段
落
目
に
は
、「
こ
の
作
品
で
作
者
が
伝
え 

た
か
っ
た
こ
と
」
を
書
く
。
そ
の
際
、
詩
の
表

現
を
根
拠
と
し
て
示
す
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
条
件
四
】 

原
稿
用
紙
の
使
い
方
に
従
い
、
百
八
十
字
以

上
二
百
二
十
字
以
内
で
書
く
。 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

 

（
２
） 
課
題
例 

短
歌
の
鑑
賞
文
を
書
こ
う
（
二
年
） 

（
制
限
時
間
を
設
定
し
て
行
う
） 

                                                

○ 

次
の
①
～
④
の
短
歌
の
中
か
ら
一
首
を
選
び
、
そ
の
短
歌
を
読
ん
で
あ
な
た
が
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
条
件
に
従
っ

て
書
き
な
さ
い
。 

                        

【
条
件
一
】

に
選
ん
だ
短
歌
の
番
号
を
書
く
。 

  

【
条
件
二
】 

二
段
落
構
成
と
し
、
各
段
落
の
内
容
は 

次
の
【
条
件
三
】【
条
件
四
】
の
と
お
り
と 

す
る
。 

 

【
条
件
三
】 

一
段
落
目
に
は
、
選
ん
だ
短
歌
か
ら
想
像 

し
た
情
景
や
心
情
を
書
く
。 

 

【
条
件
四
】 

二
段
落
目
に
は
、【
条
件
三
】
で
想
像
し 

た
内
容
に
つ
い
て
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た 

こ
と
に
つ
い
て
体
験
を
交
え
て
書
く
。 

 

【
条
件
五
】 

原
稿
用
紙
の
使
い
方
に
従
い
、
百
八
十 

字
以
上
二
百
二
十
字
以
内
で
書
く
。 

 

 

① 

く
れ
な
ゐ
の
二
尺
伸
び
た
る
薔
薇

ば

ら

の
芽
の
針
や
は
ら
か
に
春
雨
の
ふ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

正
岡

ま
さ
お
か

子
規

し

き 

② 

白
鳥
は
か
な
し
か
ら
ず
や
空
の
青
海
の
あ
を
に
も
染
ま
ず
た
だ
よ
ふ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

若
山

わ
か
や
ま

牧 ぼ
く

水 す
い 

③ 
 

不 こ

来
方

ず

か

た

の
お
城
の
草
に
寝
こ
ろ
び
て 

空
に
吸
は
れ
し 

十
五
の
心 

 
 
 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

石
川

い
し
か
わ

琢
た
く

木 ぼ
く 

 

④ 

み
づ
う
み
の
氷
は
解
け
て
な
ほ
寒
し
三
日
月
の
影
波
に
う
つ
ろ
ふ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

島
木
赤
彦

し
ま
き
あ
か
ひ
こ 

 
 
 
 
 
 
  

  

 



（
３
） 

課
題
例 

俳
句
の
紹
介
文
を
書
こ
う(

三
年)  

（
制
限
時
間
を
設
定
し
て
行
う
） 

  
 

 

 

○ 

俳
句
を
使
っ
て
季
節
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。
次
の
①
～
④
の
俳
句
か
ら
一
句
選
び
、
条
件
に
従
っ
て
紹
介
文
を
書
き
な
さ 

い
。 

                                                     

【
条
件
一
】 

に
選
ん
だ
俳
句
の
番
号
を
書
く
。 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

【
条
件
二
】  

二
段
落
構
成
と
し
、
各
段
落
の
内
容
は
次 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

の
【
条
件
三
】【
条
件
四
】
の
と
お
り
と
す
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
条
件
三
】 

 
 

一
段
落
目
で
は
、
選
ん
だ
俳
句
か
ら
読
み

取
っ
た
情
景
を
説
明
す
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【
条
件
四
】 

 
 

二
段
落
目
で
は
、
一
段
落
目
の
内
容
を
踏

ま
え
て
、
選
ん
だ
俳
句
の
季
節
の
魅
力
を
紹

介
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
条
件
五
】 

 
 

原
稿
用
紙
の
使
い
方
に
従
い
、
百
八
十
字

以
上
二
百
二
十
字
以
内
で
書
く
。 

      

 

 

 

① 

菜
の
花
や
月
は
東
に
日
は
西
に 

 
  

・
・
・
春 

              
 
  

  

与
謝

よ

さ

蕪
村

ぶ

そ

ん 

 

② 

閑 し
づ

か
さ
や
岩
に
し
み
入
る
蝉
の
声 

 
 

・
・
・
夏 

 
 
 
 
 
 
   

  

松
尾

ま

つ

お

芭
蕉

ば
し
ょ
う 

 

③ 

名
月
を
取
っ
て
く
れ
ろ
と
泣
く
子
か
な 

・
・
・
秋 

 
 
 
 
 
 
  

   

小
林

こ
ば
や
し

一
茶

い

っ

さ 

 

④ 

い
く
た
び
も
雪
の
深
さ
を
尋
ね
け
り 

・
・
・
冬 

                   
  

正
岡

ま
さ
お
か

子
規

し

き 

 



 

３ 

自
主
学
習
の
在
り
方
、
授
業
の
課
題
に
つ
い
て
提
案
し
ま
す
。 

 

★
家
庭
学
習
の
国
語
科
の
課
題
と
し
て
、「
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
教
材
を
読
み
、
ワ
ー
ク
等
を
行
う
」
と
い
っ
た 

 

も
の
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
ま
す
。
教
材
を
読
み
、
ワ
ー
ク
等
の
問
題
に
取
り
組
み
、
内
容
を
捉
え
る
こ
と 

は
、
国
語
の
学
習
と
し
て
有
効
で
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
生
徒
の
学
び
の
成
果
を
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
と 

考
え
ま
す
。 

 

 
 

★
家
庭
学
習
を
進
め
る
上
で
、
あ
る
い
は
、
授
業
で
、「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
の
学
習
活
動
や
、「
読
む
こ
と
」
の 

言
語
活
動
と
し
て
生
徒
同
士
が
対
話
す
る
場
面
を
設
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
は
、
生
徒
が
自
分
の
考
え
を 

書
く
こ
と
に
よ
っ
て
ま
と
め
る
こ
と
が
、
学
び
を
深
め
て
い
く
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
考
え
ま
す
。 

 

 
 

★
こ
れ
ま
で
、
詩
や
短
歌
、
俳
句
の
鑑
賞
文
を
活
用
し
て
、
学
び
を
深
め
る
課
題
を
提
示
し
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
に 

 
 
 

考
え
ら
れ
る
課
題
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

「
自
分
の
考
え
を
も
と
う
」
課
題
例 

『
小
説
・
随
筆
等
』 

 例
１ 

題
名
に
込
め
ら
れ
た
意
味
に

つ
い
て
書
く
。 

例
２ 

主
人
公
の
考
え
方
に
つ
い
て
、

共
感
し
た
こ
と
、
疑
問
に
思
っ

た
こ
と
を
書
く
。 

「
自
分
の
考
え
を
も
と
う
」
課
題
例 

『
説
明
的
文
章
』 

 例
１ 

日
常
生
活
の
中
で
、
筆
者
の
考

え
を
生
か
せ
る
場
面
を
書
く
。 

例
２ 

筆
者
の
主
張
に
つ
い
て
、
自
分

の
体
験
と
結
び
付
け
て
書
く
。 

「
自
分
の
考
え
を
も
と
う
」
課
題
例 

『
古
典
・
漢
詩
・
論
語
等
』 

 

古
典
例 

 
 
 
 

作
者
の
も
の
の
見
方
・
考
え
方

に
つ
い
て
、
現
代
と
比
較
し
て

共
通
点
と
相
違
点
を
明
確
に

し
て
感
想
を
書
く
。 

漢
文
例
（
漢
詩
・
論
語
） 

自
分
の
好
き
な
漢
詩
・
あ
る
い

は
論
語
の
一
部
を
選
ん
で
、
自

分
が
共
感
で
き
た
点
を
体
験

と
結
び
付
け
て
書
く
。 

★
自
分
の
考
え
を
書
か
せ
る
た
め
に
は
、

生
徒
に
、
文
学
的
文
章
な
ら
ば
主
題
を
、

説
明
的
文
章
な
ら
ば
筆
者
の
主
張
や
要

旨
を
、
捉
え
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

★
先
生
方
に
は
、
生
徒
に
渡
す
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
に
「
主
題
や
要
旨
」
を
説
明
す
る
欄
、

課
題
、
そ
し
て
、
後
か
ら
、
他
の
生
徒
の

書
い
た
も
の
を
示
す
な
ど
と
い
っ
た
配

慮
も
必
要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。 

 

先
生
方
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
富
山
県
の
生
徒
た
ち
の
「
国
語
で
正
確
に
理
解
し
、
適
切
に
表

現
す
る
力
」
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 


